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* CDntl'ibution 日 fl'om the Labol'atory oI Applied Botany， Fac 日山lれtけy'of Agl'凶~ic日ul日tU1'6町， Ya剖肌1叫l















































































(5) アスナロ (Thu.iopsisdulabmtCl 5mB. et ZUCC.)， 乙ノキアスナロ (Th.HυIldai 



































































































































































:;j-:;jノキ，コー ゴノキ 飽海 (;1七千田，上郷，
内郷，観音寺，田沢，遊佐， 本楯)， 鶴岡， 東田
川(藤島，渡前，栄，泉，八栄里，狩川，立谷沢，





















































































































Geoghegan， TIf. J. Unicellular Algae aS a Sonree 
















16)橘 jEー :樹の方言 (ブr;-ftと士f{t 3-7: 1-10， 
1932). 
17)楠正一全国植物方言集(盛岡 1939).




ついて (蒼林 2-6:17-24， 1951). 
れた装置として，長吉 4.ちft.'0直径 2.8ftの硝子筒
をFiい，培養液にはアンモニア態の主主主i去を与え，pHi士
6にH!ilEし，温度i:J:25皮p継続的に 1300FUの民間光の
後光燈'C"照明した・この和良平均!日にItにつ~ 0.7g 
の乾版物質を得ることがらδぎるようになった.この物
質の47%は蛋白質で，脂肪は最高5%に遣する.これ
は動物の飼料として勿論，人類のえ糧として利用する
ことが可能‘δあら.凍結乾燥したグロレラの細胞を17
%含んだ飼料万鼠を飼育した結果に上:1L(:t'，その蛋白
質効果ば!則自乳には劣るがピーノL醇母や落花生よりは
遥にi白いことが証明'0 ~Lた佐藤忠己)
